




表紙「久宝寺船着場」
街を歩くと、川や用水路の多さに気づかされます。
長瀬川に架かる本町橋のたもとには、かつて船
着場がありました。船は明治の初めまで大阪との
間を行き来し、物資を運ぶ重要な役割を担って
いました。今は川沿いに桜などの木 が々育ち、遊
歩道などが整備され、人びとの憩いの場所となっ
ています。緩やかな川の流れを見ていると、八
尾の人にとってここは安らげる、大切な場所に変
わらないのだと思いました。（須飼秀和）

すがい･ひでかず　1977年明石市出身。日本の原風景や人びとの営みに映る郷
愁をテーマに描く。著書に『私だけのふるさと』（岩波書店）、『うなぎのうーちゃん
だいぼうけん』（福音館書店）等。毎日新聞朝刊（兵庫版）にも連載。P15も必見。

大和川を水源に八尾の二俣から北西に流
れる用排水路（市内延長5,318m）。第二寝
屋川～寝屋川～大川に合流。護岸の老朽
化により水質が悪化したが、平成５年
（1993）以降、護岸整備と地元住民の清掃
活動により改善。農水省「疎水百選」に選出。

長瀬川（総延長14,175ｍ）












